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道路延長 6.3㎞

構造規格 第１種第３級

設計速度 80㎞/h

車線数 4車線

標準幅員 18.0m

計画交通量 34,100台/日

全体事業費 850億円

事業化 平成20年度　（平成21年3月）

都市計画決定 平成19年度

用地着手 平成25年度

工事着手 －

供用延長 －

事業進捗率 約1％（平成26年3月末現在）

用地取得率 約0％（面積ベース、同上）

事業の概要
事業の目的

事業の概要 ・ 進捗状況

■広域的なアクセス性向上による
産業の活性化・観光行動の支援

■災害時における代替路としての機能強化
■周辺地域の交通混雑緩和・交通安全の向上

標準断面図
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凡 例

大和北道路（事業化区間）

大和北道路（調査中）

一般国道

主要地方道
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再評価の視点 一般国道24号 大和北道路
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現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
前回再評価時点（H23年9月）
から大きな変化なし

■高規格幹線道路網の一部を
　構成しており、その必要性に
　変化なし。

２）事業の整備効果
前回再評価時点（H23年9月）
から大きな変化なし

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変
化がないため算出を省略

前回
全体　  Ｂ／Ｃ　２．２
残事業 Ｂ／Ｃ  ２．３

４）地域における計画等
前回再評価時点（H23年9月）
から大きな変化なし

■前回評価時以降に策定された以下の
　 計画に位置付け
・奈良県道路整備基本計画
　（平成26年7月）

事業の進捗の見込みの視点
進捗率（事業費）　１％
用地取得率（面積）０％

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
新技術、新工法の採用など
引き続き検討

再評価の視点



関係自治体の意見

■奈良県知事 平成26年10月1日 道建第147号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）

• 京奈和自動車道は、本県の産業の活性化や観光振興等に欠くことのできない

極めて重要な社会インフラです。

• また、大和北道路は、国道２４号の奈良市から大和郡山市における渋滞の緩和、

周辺の生活道路や通学路への通過交通の流入改善のため、早期整備が必要です。

• 県としても、（仮称）奈良インター周辺のまちづくりなど、京奈和自動車道と一体と

なった地域振興のためのプロジェクトにも積極的に取り組むとともに、早期の工事着手に

向けた用地の先行取得にも協力しています。

• 以上のことから、対応方針案のとおり事業継続が妥当と考えます。

• 引き続き事業を推進し、早期の工事着手と平成３０年代半ばの供用をお願いします。
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対応方針（原案）

大和北道路は、事業の必要性等に関する視点に変更
はなく、事業の進捗の見込みの視点から継続が妥当と
判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の開通を目指すことが適
切である。

事 業 継 続
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